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●写真は吉田保育園

町
の
収
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら

の
支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
な
ど
他

か
ら
収
入
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り
た

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
自
主
財
源
が
予
算
全
体

の
四
一
・
八
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
伸
び
を
期
待

収
入
の
な
か
で
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
の
は
町
税
で
す
。
町
税
の
主
な

も
の
は
、
町
民
税
（
個
人
・
法
人
）
と
固

定
資
産
税
で
、
こ
の
二
つ
で
町
税
全
体

の
九
三
郡
を
占
め
て
い
ま
す
。
税
制
改

正
に
よ
っ
て
町
民
税
の
減
税
や
た
ば
こ

税
の
減
収
は
あ
る
も
の
の
評
価
替
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
伸
び
が
期
待
で
き
る

た
め
、
町
税
全
体
で
は
五
・
八
郡
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

使
用
料
・
手
数
料
は
、
前
年
に
比
べ

で

九
・
六
軒
伸
び
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一

昨
年
改
定
し
た
町
営
住
宅
の
傾
斜
家
賃

が
二
年
目
に
入
り
、
住
宅
使
用
料
が
増

え
た
た
め
で
す
。

国
庫
支
出
金
が
大
幅
な
増

国
が
徴
収
し
た
税
金
の
一
部
を
市
町

村
へ
交
付
す
る
お
金
が
地
方
交
付
税
で

す
。
こ
れ
は
町
税
と
並
ぶ
収
入
源
で
す
。

昨
年
に
比
べ
六
・
四
即
、
約
一
億
二
千

万
円
の
伸
び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
庫
支
出
金
は
前
年
度
に
比
べ
、
二

九
・
九
軒
の
大
幅
な
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
猪
熊
小
学
校
講
堂
の

防
音
改
築
、
二
団
地
の
建
設
、
机
・
頃

未
線
の
道
路
改
良
な
ど
の
補
助
金
が
増

え
た
た
め
で
す
。

町
債
は
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
借
り

入
れ
る
お
金
の
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と

の
丘
整
備
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
に
比
べ
る
と
二
五
・
一
軒
の

減
額
で
す
。
二
田
地
建
替
事
業
や
猪
熊

小
学
校
講
堂
防
音
改
築
・
南
部
公
民
館

建
設
事
業
な
ど
に
約
六
億
三
千
万
円
の

借
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



平成3年度一般会計予算の内訳

単位未満切捨

〔総　務　費〕
●印鑑処理・住居表示システム開発など

1，442万円

〔民　生　費〕
●身障・老人家庭奉仕員派遣事業委託

1，332万円

●高齢者能力活用事業委託　　　421万円
●国民健康保険特別会計へ　　4，218万円

〔衛　生　費〕
●健康まつり　　　　　　　　　封0万円

●健康診査・がん検診委託　　2，241万円
●ごみ収集などの処理　　　　2，608万円
●老人保健特別会計へ　　　1億892万円

〔労　働　費〕
●失業対策事業　　　　　　　　940万円

●特定地域開発就労事業　1億7瀾0万円

〔農林水産費〕
●農業用排水路底張りなど　　2，000万円

〔土　木　費〕
●町道の新設・改良　　　1億9，130万円
●伊左座公園用地の買収など　5湖1万円

●緑化の推進　　　　　　　　　477万円
●遠賀川河川敷公園・総合運動公園の
維持管理　　　　　　　　　3，793万円

●県道整備の負担金　　　　　4，173万円
●明神ケ辻山自然公園の整備事業

9．695万円

●公共下水道整備事業　　　1，447万円
●町営住宅の補修と修繕　1億2，975万円
●ニ団地の建替事業　　　　5億3，492万円

●高松団地の景観改善事業　2億3，216万円

〔教　育　費〕
●小・中学校の施設整備　　　4，班0万円
●猪熊小学校講堂防音改築事業

3億295万円
●伊左座小学校大規模改造事業4，235万円

●水巻まちづくり・すこやか学習事業
300万円

●南部公民館建設事業　　1億3，786万円
●吉田グランドのネット増設　1，610万円

〔災害復旧費〕
●鉱害復旧事業 1億2湖7万円

地方交付税
19億2，950万円

（28．1％）

その他（5．4％）

諸収

分担金・負担金
5，738万円

財産収入1億1．482万円

繰入金1億5，983万円

繰越金4．000万円

国庫支出金
9億4，999万円

（13．8％）

町　税
19億2，826万円

（28．1％）

3億9，038万円（5．7％）

1億8，198万円（2．6％）

1億8，722万円
（2．7％）

6億3．120万円
（9．2％）

県支出金

その他（4

地方譲与税
1億3，860万円

利子割交付金8．290万円
自動車取得税交付金

7，100万円
その他　　　　500万円

う
る
お
い
の
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
明
神
ケ
辻
山
一
帯
の
自
然
緑

地
に
遊
歩
道
や
展
望
台
な
ど
を
作
り
、

自
然
公
園
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
二
団
地
窪
替
事
業
も
今
年
度

で
完
了
し
ま
す
。
今
年
は
約
五
億
円
を

投
じ
最
後
の
五
十
六
戸
を
建
設
、
総
戸

数
百
二
十
四
戸
の
中
層
住
宅
・
二
団
地

が
完
成
し
ま
す
。

高
松
団
地
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

今
年
の
新
規
事
業
と
し
て
は
、
猪
熊

小
学
校
講
堂
防
音
改
築
事
業
（
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
を
併
設
）
、
南
部
公
民
館
建
設

事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
事
業
と
し
て
、
平
成
二
年
度
か

ら
五
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
改
良

住
宅
景
観
改
良
事
業
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
町
営
住
宅
の
快
適
な
居
住
空
間

づ
く
り
の
た
め
に
、
屋
根
や
外
壁
、
周
辺

の
公
園
な
ど
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

約
二
億
三
千
万
円
を
か
け
て
高
松
団
地

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
健
康
ま

つ
り
や
机
・
頃
未
練
道
路
改
良
事
業
、

伊
左
座
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業
な
ど

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

公
債
費
は
、
総
合
運
動
公
園
建
設
な

ど
大
型
事
業
の
借
入
金
の
返
済
が
始
ま

っ
て
い
る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
約
一

億
七
千
万
円
増
え
て
い
ま
す
。



国民健康保険特別会計
16億1，361万円

老人保健特別会計
21億1，269万円

苛≡善一●着
謡票荒事

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
4
6
年
4
月
2
2
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
3
年
1
月
1
5
日
ま
で
に
転

入
届
を
し
、
引
き
続
い
て
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

4
月
9
日
以
降
に
町
内
転
居
の
届
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
住
所
地
の
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
投
票
の
前
に
も
う
一
度

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
、
入
場
券

が
届
か
な
か
っ
た
人
は
、
投
票
日
に
「
印

か
ん
」
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は

（
、

【
投
　
票
】

投
票
用
紙
に
は
、
あ
な
た
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

と
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
代
理
投
票
・
点
字
投
票
】

自
営
業
の
人
や
、
退
職
者
の
医
療
を

給
付
す
る
会
計
で
す
。

予
算
観
は
十
六
億
一
千
三
百
六
十
一

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
・
八
軒
、

二
千
八
百
三
十
二
万
円
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
制
度
改
正
な
ど
に
よ

っ
て
、
老
人
保
健
へ
の
拠
出
金
が
わ
ず

か
に
減
っ
た
も
の
の
、
国
保
で
支
出
す

る
保
険
給
付
費
は
、
依
然
増
加
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
に
と
も
な
い
今

後
も
、
老
人
保
健
拠
出
金
の
増
加
が
予

想
さ
れ
、
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て

い
ま
す
。
支
出
の
う
ち
九
五
・
二
軒

は
、
保
険
給
付
費
と
老
人
保
健
へ
の
拠

出
金
が
占
め
て
い
ま
す
。

税
率
は
帽
え
置
き

賦
課
服
度
額
を
引
き
上
げ

医
療
費
を
支
え
る
収
入
は
、
保
険
税

Ｌ
一

と
国
の
支
出
金
、
社
会
保
険
か
ら
の
交

付
金
が
主
な
財
源
で
す
。

加
入
者
の
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
、

医
療
費
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
ま
す
が

納
税
者
の
税
負
担
は
、
す
で
に
限
界
に

き
て
い
ま
す
。

今
年
も
前
年
に
引
き
続
き
税
率
を
据

え
置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、

賦
課
限
度
額
は
四
十
二
万
円
か
ら
二
万

円
の
引
き
上
げ
で
、
四
十
四
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
一
般
会
計
か
ら
四
千
二

百
十
八
万
円
、
基
金
か
ら
三
千
八
百
万

円
繰
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
医
療
費

を
ま
か
な
う
た
め
の
会
計
で
す
。

高
齢
化
が
進
み
、
対
象
者
と
医
療
費

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度



●

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
「
代
理
投
票
」
を
、

視
覚
障
害
の
人
は
「
点
字
投
票
」
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
不
在
者
投
票
の
期
間
】

4

月

1

6

日

～

4

月

2

0

日

午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
「
印
か
ん
」
を
持
っ
て

役
場
一
階
の
一
〇
一
会
議
室
（
選
挙
管

理
委
員
会
）
　
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
指

定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の
病
院

で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
と
き
　
4
月
1
6
日
8
時
3
0
分
～
1
7
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
3
0
2
会
議
室

■問い合わせ：水巻町選挙管理委員会合201－4321
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投 票 所 名 ｌ 場　　 所 Ｉ． 地　　 区　　 名

第 1 投薬 新
水巻 町立 立屋敷 、伊左座、みずほ団地二 二 団地 、

伊左座 小 学校講 堂 三電柱 、不二 、不二再任淡 淀蹟養 護櫨 宅

第 2 投 票所
水巻 呵

第 2 保育 所
吉 卦 「　 吉 田二 、吉田 臨地 、宮尾台

第 3 投 票所
本巻瑠 身体 障害 者 吉 田三 、美吉 野団 地 、鯉口 囲地

福祉 セン ター ‾′＿、 鯉 口分 譲団地

第 4 投棄所
水巻 呵中 央公 民館 頃東 南．、頃東北 、軌 、高 尾団 地

蒸恭 一プレ 、中 央区

第 5 投票所

衰 料 叢．鷲 、新 生街 、梅 メ末母 娘東

幾 3 保貴所 梅 ノ木団 地西 、古 筆団 地

第 6 投票 所 水巻 職長体 育館 、斜 樋 糎 高 離 醒 瘡 雷

第 7 投 票所
水巻 町立

猪熊 小学校 講堂
樋 田 、猪熊 、猪 熊喝 建

●
Ｔ

の
予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
一
八
・

八
郡
と
大
幅
に
増
え
、
二
十
一
億
一
千

二
百
六
十
九
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

支
出
の
う
ち
九
九
・
八
㌫
を
占
め
る

医
療
費
は
、
対
象
者
二
千
三
百
十
七
人
、

一
人
当
た
り
の
医
療
費
九
十
万
八
千
円

と
し
て
見
込
ん
で
い
ま
す
。

収
入
は
、
七
〇
軒
が
健
康
保
険
か
ら

の
交
付
金
で
、
二
〇
軒
が
国
、
残
り
を

町
と
県
で
負
担
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、
一

億
八
百
九
十
二
万
円
で
す
。

収
入
は
、
全
体
の
］
ハ
四
・
四
即
に
あ

た
る
使
用
料
七
千
六
百
二
十
二
万
円
と

基
金
利
子
三
千
七
百
十
三
万
円
が
主
な

も
の
で
す
。
今
年
度
は
不
足
が
見
込
ま

れ
る
五
百
万
円
を
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
で
ま
か
な
い
ま
す
。

住
宅
団
地
の
汚
水
を
処
理
す
る
た
め

の
会
計
で
す
。

予
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
二
四
・

五
㌫
増
の
一
億
一
千
八
百
三
十
七
万
円

で
す
。支

出
の
主
な
も
の
は
、
下
水
処
理
場

の
管
理
委
託
料
が
二
千
九
百
五
十
五
万

円
、
電
気
代
な
ど
の
光
熱
水
費
と
施
設

の
維
持
補
修
費
が
三
千
八
百
四
十
九
万

円
、
基
金
積
立
が
三
千
七
百
十
三
万
円

で
す
。

水
道
事
業
経
営
の
た
め
に
設
け
ら
れ

た
、
独
立
採
算
制
の
会
計
で
す
。

今
年
の
予
算
額
は
、
住
宅
建
設
な
ど

に
よ
る
給
水
件
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
た
め
、
前
年
度
に
比
べ
四
・
一
㌫
増

の
六
億
八
千
二
百
七
十
八
万
円
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
五
千
五
百
三
十
八
万
円

は
資
本
費
で
、
将
来
に
向
け
て
の
施
設

整
備
や
借
入
金
の
返
済
に
充
て
ま
す
。

残
り
の
六
億
二
千
七
百
四
十
万
円
は

給
水
の
た
め
の
費
用
で
す
。
今
年
度
は

総
配
水
量
を
三
百
十
万
立
方
㍍
、
給
水

戸
数
一
万
六
百
五
十
戸
で
計
画
し
て
い

ま
す
。収

入
の
大
部
分
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

の
水
道
使
用
料
で
、
支
出
の
六
二
軒
を

原
水
の
購
入
費
が
占
め
て
い
ま
す
。



町がきれいに
なりました

頃末スポーツ少年団のクリーン作戦

ヽごみのないきれいな町、それ

がぼくたちの願い、－3月10日、

卒団を記念して頃末スポーツ少年

団4団（野球・水泳・バレー・剣

道）が合同で校区内の空きカン拾

いを行いました。

午前9時、頃末小学校の校庭に

集まった190人は、4班に分かれ

ゴミ袋を手に学校を出発。空き地

や側溝、駅の周りなど、2時間に

わたってクリーン作戦を展開、ｌ

ｔトラック2台分の空きカンを集

めました。

山と積まれた空きカンを前に、

団員たちは、これからも町をきれ

いにしようと誓いながら解散しま

した。

「シンナーの取り扱いには、十分

気をつけてください。」……3月22

日、青少年問題協議会と関係者ら25
人が、町内の塗装店や自動車修理工
場を訪問、シンナーの保管管理の徹

底を呼びかけました。
町長や折尾署、小中学校の先生た

ちも加わった四つの班は、シンナー
保管業者に管理徹底を求める要請文

や「シンナー乱用防止宣言事業所」
と書かれたステッカーを配りまし

た。
この日訪問した業者のうち約7割

が、以前シンナーの盗難にあってい
ることがわかり関係者を驚かせまし

た。激増する青少年の〕ンナー乱用

を未然に防ぐた桝こお互いが一致協
力していくことを確認しました。

Ｃや）

大丈夫ですか？
シンナーの管理

海外の研修団
町内の浄化施設を

視察！

ユニークな生活排水の処理方法
を視察に3月14日、海外研修団の

一行が水巻町を訪れました。

この研修団は、国際協力事業団
が招いたもので、エジプト、ブラ

ジル、象牙海岸共和国、マレーシ
アなど8か国の専門員と関係者ら
13人です。

エジプトのサイエドゥさんを団

長とする一行は町長を表敬訪問、
カタコトの日本語で「ヨロシク、

オネガイシマス。」とあいさつ。
中央公民館で町の概要説明を受

けた後、土壌浄化法で排水を処理
している二団地、回転円板方式の

総合運動公園、最後に高松下水処

理場を．祝察し、研修を終えまし
た。折からの寒さに、南の国の研

修生は、少々こたえたようです。

篇訝ノ1ックを
写笛置た色紙の

い
た
ず
ら
好
き
で

ち
ょ
っ
ぴ
り
甘
え
ん
ぼ
う
の
康
平

で
も
、
か
わ
い
い

う
ち
の
王
子
さ
ま
で
す
。（

机
九
一
〇
）
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●

だ
れ
に
で
も
二
コ
一
一
コ

愛
敬
の
良
い
優
春
ち
ゃ
ん

そ
の
笑
顔
を
忘
れ
ず
素
直
で
優
し
い

女
の
子
に
育
っ
て
ネ
。

（
頃
未
二
一
一
三
の
九
）



がんぎ去り達した空

ラケットさばきも鮮やかに
3月10日、町民体育館でバドミント

ン選手権大会が102人の参加で行われ

ました。結果は次のとおりです。

●男子Ｗ Ａ級①玉村秀雄・大谷和雄

⑧川崎一典・松下良治Ｂ級①西村勝

年・西村敏彦⑧志賀和幸・佐藤進一

●女子Ｗ Ａ級①江口和子・矢野一葉

⑧清家千代・中村三重子Ｂ級①石本

啓子・石本友美⑨山口恵子・野辺加

代子

87人が
技を競う

スポーツ少年団

空手道
競技大会

3月17日、武道館でスポーツ少年団

の空手道競技大会が行われ、小・中学

生87人が日ごろ鍛えた技を競いました。

●小学生低学年　①蔵内奈月⑧柴田剛

組手①蔵内奈月⑨久保義博

●小学生高学年　①矢羽田祐子④井中

優希子　組手①矢羽田祐子④蔵内圭

●中学生　①池田堆⑧石川貴志

●初級　①山崎真吾⑧末富将也

賢撃．芋ヽ一二′

、

豆ランナーが大集合
3月21日、遠賀町総合運動公園で北

九州地区スポーツ少年団駅伝競争大会

が449人の参加で行われました。水巻

町は二つの少年団が出場、頃未水泳が

低学生の部で1位に入賞しました。

乳歯といっても虫歯は禁物、歯

並びが悪くなる原因にも……3月

14日、三歳児の親子を対象に「母

と子のむし歯予防のつどい」が、

遠賀保健所で開かれました。

虫歯になりやすさテストやフッ

素洗口などが行われた会場では、

ピンクのユニフォームを着た衛生

士さんが右往左往、子供たちの泣

き声が響きます。

「幼児はとにかく歯磨きが大嫌

い、習慣がつくまで根気よく頑張

ってください。」と指導の先生。

お母さんたちは、先生の診察や正

しい歯の磨き方の個別指導に熱心

に耳を傾けていました。

7－ンして…

痛くないでしょう
母と子の

むし歯予防のつどい

大きくなって
帰って来てね

河口堰でサケを放流

ｔげ事

遠賀川河口堰で3月21日、サケの

放流が行われました。
さけ

この放流は、「遠賀川に鮭を呼び

戻す会」が毎年行っているもので、
今年で6回目になります。

この日放流されたサケは、同会が
▲

北海道から取り寄せた卵を婚化さ

せ、井戸水で約100日間かけて育て
たもので、体長6センチメートルほ

どの稚魚約1万5，000匹。
小雨の中、小さなポリバケツに分

け、親子連れなど約20人の参加者
が、河口堰の魚道にやさしく放流し

ました。

稚魚たちは、これからオホーツク
海へ向かい、自然とたたかいながら

成長します。産卵のため再びこの川
を訪れるのは4年後のこと。帰って

来る日が楽しみですね。

3月23日・24日の2日間、中央

公民館の視聴覚室で16ミリ映写機
の操作技術講習会が11人の受講で

開かれました。

1日目は講義と実技映画のあと
いよいよ映写機を使った実技講習
です。フイルムのセットやピント

合わせなど、慣れない手つきで映

写機を操作するのは、初めて参加
の藤田昌俊さん（猪熊）。「先生

の前での操作は、あがってしまい
ます。」と一言。

「機械のしくみは音と変わらな

いが、操作は楽になりました。」
と語るのは、若いころ一坑の映画

館で36ミリ映写機を扱っていた赤
木佳太郎きん（吉田団地）。

テストには、もちろん全員合格

し、認定証が渡されました。

操作が簡単に
なりました

16ミリ映写機の
操作技術講習会



健康づくりシリーズ⑲

ニ
コ
ニ
コ
ペ
ー
ス
で
歩
こ
う
会
の
第

三
回
総
会
が
二
月
十
八
日
、
町
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
約
三
十
人
で
し
た
。
毎
月

第
一
月
曜
日
の
午
前
中
に
実
施
し
て
い

る
歩
こ
う
会
に
対
し
て
、
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
の
速
い
コ
ー
ス
（
い
ち
ょ
う
コ

ー
ス
）
と
遅
い
コ
ー
ス
（
コ
ス
モ
ス
コ

ー
ス
）
に
加
え
て
、
初
め
て
参
加
す
る

人
の
た
め
に
、
周
回
コ
ー
ス
（
グ
ル
グ

ル
コ
ー
ス
）
を
新
し
く
設
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

周
回
コ
ー
ス
は
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

か
ら
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で

す
。
こ
の
コ
ー
ス
で
は
、
お
も
に
歩
き

万
や
正
し
い
脈
の
と
り
方
を
中
心
に
学

習
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
歩
く
こ
と
を
生

活
の
中
に
取
り
こ
ん
で
、
楽
し
く
歩
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
年
度
か
ら
は
、
希
望

者
に
は
、
歩
く
前
に
血
圧
測
定
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

総
会
当
日
の
出
席
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

二
十
一
人
が
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
結
果
は
右
の
表
の
と
お
り
で
す
。

回
答
者
の
年
齢
は
、
七
十
代
が
四
人
、

六
十
代
が
九
人
、
五
十
代
が
七
人
、
四

ｒｈ．

十
代
が
一
人
で
す
。
こ
の
う
ち
、
約
七

割
が
女
性
で
し
た
。

健
康
対
策
課
で
は
、
み
な
さ
ん
の
前

向
き
の
意
見
を
と
り
入
れ
て
、
よ
り
よ

い
歩
こ
う
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
こ
ん
な
コ
ー
ス
、
あ
ん
な
コ
ー

ス
、
い
ろ
い
ろ
歩
い
て
み
た
い
コ
ー
ス

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
だ
今
、
コ
ー
ス

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
（
の
）

健　 康　 の　た　 め 20人

；気分転換のため 4 人

；知人・友人が 1 人
すすめるから

：仲間づくりのため 4 人

そ　 の　 他 〇人

週 に 4 国以上 7 人 、

：週 に 1 ～ 3 回 11人

0　 回 3 人 ；

30　分　未　満 1 人

ｉ30分以上60分未満 5 人

60　分　以　上 7 人

回　答　な　し 8 人

長時間歩いても
14人平気

階段の 3 人 ；
上り下りが楽

検診の結果が 1人 ；
よくなった

由 答 な　し 3 人

二
コ
二
コ
ベ
ト
ス
で
歩
こ
う
会
の

総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

6は引即日旧‖矧田・‥⑤

こんな給付が

受けられます。
療養の給付

病気やけがをしたとき、病院の窓口

で保険証を提出すれば、医療費の3割

（一部負担金）を支払うだけで∴残り

の7割は国保が負担します。

ただし、㊨（退職者医療）の本人の

－部員損金は2割、その被扶養者は3

割（入院の場合は2割）です。

療養費の支給
次の場合には、一度全額支払ったあ

とで、その7割または8割分の払い戻し

が受けられます。

（か急病でやむをえず国保を取り載ってい
ない病院にかつぎこまねたり、保険証

をもたずに治療を受けたとき

②腐肺の指示で、あんま、バリ、灸など
を受けたり、骨折やねんざなどで柔道

整復師の施術をうけたとき

③輸血のための生血代

④医師が必要と認めたコルセット・ギプ
スなどの治療装具代など

⑤基準看護を行っていない病院で、病気
が特に重いとが、手術の直後で起き上
がれないような場合の付き涼い看護の
費用

⑥重病人の入院、転院などの移送の費用

高額療養費の支給
医療費が高額になり、負担した額が一

定額を超えると、超えた分を国保が支給
します。（詳しくは次号に掲載します）

助産章の支給
国保の被保険者が出産したときは∴助

産費（13万円）が支給されます。（ほか

の保険が適用される場合は除かれます）

葬祭費の支給
国保の被保線者が死亡したときは∴葬

祭費（1万円）が支給されます。

国保で受けられない診療
仕事上のけがや病気、美容整形、正常

な事壬娠・お産、歯列璃正、健康診断、け
んかなどが原因のけがや病気などは、国
保による診療が受けられません。
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一 千 っ′＿　　 、　　 ● 平 成 3 年 度 町 営 住 宅 （空 家 ）入 居 募 集 戸 数

主 を 住 ；‾；て・麺：－・．－地さ；－．麓．－．＿；．‾．．＿；．＿療＿．′・勢至；…；ミ．！－；；ミ；一芸．．・涛吾鞋 彰蒲庚轟 難湧草餅鰊溶蝦

高　Ａ

松
団

1～8棟
9一一10棟
（3～5階）

ト2種混合 中耐5階建
4．5－4．5－6ＤＫ
6－4．5－4，5ＤＫ

豊 ㌫ 常時募集中

9～10横
ト2種混合 中耐5階建

6－4．5－4．5ＤＫ 17，008円

～23瀾8円　 ワＬ

●

Ｃ ）

も カ三豊 票 警 症 維 持 潮 衰⑨

（ 入 者 予 同 あ　ま　同 に 込 込 11 込　 25 の
下 居　 と　約 様 る　た 居 住 み み　 日 み　 田　 申
蓋 描 紺 滞 獅 搬

歪 警 損 蓋 主 要 誓 墓 巷 望 ′

貫 き 貪　 這 富 晶 目　 指　 す

地　Ｂ （1～2階）
11～24棟

6－6－6ＤＫ

鯉　口　団　地 ト2種混合 中耐5階建 6－6－6ＤＫ
20，000円

～21，80胴　 ワ

士⊂コ
田
団
地

5階建 ト2種混合 中耐5階建
6－6ＤＫ
6－4．5－3ＤＫ

豊 円 常時募集中

2階建 2種 簡耐2階建
4．5－4，5－4．5Ｋ
6－4．5－3Ｋ

豊 ‰ 12

猪　熊　呵　住

1種
木造平家建
簡耐平家建

6－6ＤＫ
6－4．5－3Ｋ

9豊 宗。。 1

2種
木造平家建
簡耐平家建

6－4，5Ｋ
6－4．5ＤＫ

7豊 完。円 1

野　間　呵　住
イウゼ呵住

2種 簡耐2階建 6－6－6ＤＫ
19，000円

～21調胴　 2

二　　 団　　 地 2種

中耐4階建 6－ＤＫ 21，008円

中耐3階建 6－6Ｋ 27，080円　 常時募集中

中耐4騰建 6－6ＤＫ 29，888円

店 古　田 改　　 良　　 中　　 耐 320円／ポ
募集中

舗 高　松 改　　 畠　　 中　　 耐 500円／ポ

⑧　 ① の 晶 県 悪 習 町 一義 団　 （ロ）　　　　　 の 次 票 雷 で 貿 実 要 害 表

肛 一陣 舗 甜 群に　歳者　の
要人暮雪孟　慧晶志望、ずみ・相 慧蓋警雲居を現 す　る　　 け 以 齢 、　　　　　　 し 、　 人 町 統 や い か ポ　し 約　　 に　　 と　内　 と 確

● 収 入 基 準 の 年 収 早 見 表 （サラリーマンの場合）　　　　 受 し 課 昌 五 三 ま 昌 車 中

ミささ‾……醇…・一発－……………ミ…妄；…………．＿こ．－・…こ・……・…－……．．－……＿一莱……≡三・…こ・一一Ｌヂ套ｉ……こ．…・．－こ．漂‾；窯 業．葬こ…．睾；…．‾鸞 ‾‾こき鷲 窯 、裳・沖鞍淡，業殺、・、お・1一一・ご
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肺 獅 無 駄　け　で 係　み　は ・

い だ あ 紙 時 松　 一　 豆再患
妄 畏 量 違 琶 竪 琴 書 落

せ 郵　 0 二 て ・　 戸　 だ 、課 ．

大 聖 2，208，00的　 2・？08，00的　 3，208，000円　 3，軌 00
～　　　　　　　 ～　　　　　　　 ～　　　　　　 ｉ

震 種 3飾 999円　 4，027・999円　 4㈲ 999円　 4，903，99

人

0円　 4，

9円　 5，

096，000円
～

339，999円

暴 挙 2，207・999円 2個 9円 3，20欄 3・659・9椚 4，095，999円 誓 鰭 摘　 封 、・へ

準 轟　　　 以下　　　 以下　　　 以下　　　 以下　　　 以下

る　申 宅　 0 地　　 き



国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
三

月
に
行
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続
き
を

し
て
い
な
い
人
が
お
ら
れ
ま
す
。

古
い
保
険
証
（
緑
色
）
で
は
、
病
院

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今

す
ぐ
役
場
の
国
保
年
金
係
（
7
番
窓
口
）

で
、
切
り
替
え
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
っ
て
く
る
も
の

■

■

末

と　き　4月23日・5月14日
午前10時～午後3時30分

ところ　八幡公共職業安定所

問い合わせ福岡県労働部雇用保険課
き（092）641－4865

①
「
緑
色
の
保
険
証
」
と
「
印
か
ん
」

⑧
遠
隔
地
被
保
険
者
の
人
は
、
⑱
ま

た
は
⑳
の
保
険
証
。
（
㊥
の
被
保
険

者
は
在
学
証
明
書
が
必
要
で
す
）

遠
賀
中
間
地
区
の
老
人
大
学
講
座
が

五
月
下
旬
か
ら
開
讃
し
ま
す
。
今
年
は

水
巻
町
中
央
公
民
館
で
開
設
さ
れ
ま

す
。
趣
味
を
広
げ
、
教
養
を
身
に
付
け
、

友
達
を
増
や
す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ふ
る

っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
開
設
場
所
　
水
巻
町
中
央
公
民
館

●
学
習
内
容
　
午
前
1
0
時
か
ら
教
養
コ

ー
ス
。
午
後
1
時
か
ら
選
択
コ
ー
ス

（
書
道
・
陶
芸
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・

健
康
づ
く
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）

●
開
設
期
間
　
5
月
2
8
日
か
ら
1
1
月
下

旬
ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
計
2
0
回
）

●
受
籠
料
　
無
料
（
実
習
の
材
料
費
や

社
会
見
学
の
交
通
費
は
自
己
負
担
）

●
募
集
人
員
　
約
百
五
十
人

納期が　　 一－

1 0 回に　 へ（Ｅ

変わり　　　　 皿
ました。

－ヽ　　∈　 Ｊこ　　八　　＿　　▲

国民健康保険税の納付方法が変わり

ました。会まで4 回だった納期が、平

成3 年度から18回になりました。今年

の納期限は次の表のとおりです。

ｔ

＼

）

1 期 平成3 年7 月1 日

2　期 平成3 年7 月31日

3　期 平成3 年9 月2 日

4 期 平成 3 年9 月30日

5　期 平成 3 年10月31日

6　期 平成 3 年12月2 日

7　期 平成 3 年12月25日

8　期 平成4 年 1 月31日

9　期 平成4 年3 月2 日

10 期 平成4 年3 月31日

平成 3 年度の納税通知書は6 月中日

こお送りします。今までに比べて－

負担が軽くなります。毎月の家計力

計画的に納付できます。便利な口

撃制度もご利用ください。（課税係

●
対
　
象
　
中
間
市
と
遠
賀
郡
内
に
住

む
6
0
歳
以
上
の
人

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
5
月
1

日
（
水
）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
。

今
年
の
町
民
大
運
動
会
は
、
町
総
合

運
動
公
園
で
5
月
1
2
日
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
昼
食
時
の
ひ
と
と
き
を
、
あ
な
た

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
て
み

ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
資
格
　
町
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
。
（
勤
務
先
が
町
内
の
人
も
可
）

個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
出
場
で
き

ま
す
。
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
4
月
1
5

日
ま
で
に
社
会
教
育
係
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

係

平
成
3
年
度
は
、
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
の
年
で
す
。
税
務
課
で
は
、
土

地
の
評
価
替
え
の
基
礎
に
な
っ
た
基
準

地
と
標
準
地
の
一
部
（
1
3
か
所
）
の
、

位
置
と
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
評

価
額
を
公
開
し
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務

課
課
税
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
公
開
期
日
　
4
月
2
2
日
か
ら

●
公
開
場
所
　
税
務
課
課
税
係

係

4
月
1
日
付
で
役
場
職
員
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
）

〔
昇
　
格
〕
●
水
道
課
長
＝
池
田
裕

（
同
和
教
育
担
当
係
長
）
●
産
業
課

長
＝
矢
野
繁
敏
（
人
事
係
長
）

〔
異
　
動
〕
●
広
域
組
合
共
済
担
当
課

長
＝
山
崎
徳
博
（
総
務
課
付
課
長
）
●

都
市
計
面
諌
参
事
＝
盛
田
節
雄
（
水

道
課
長
）
●
中
央
公
民
館
参
事
＝
石

田
信
夫
（
税
務
課
参
事
）
●
同
和
教

育
担
当
係
長
＝
田
中
猛
（
広
域
組
合
）

●
中
央
公
民
館
主
査
＝
伊
藤
千
代
子

（
民
生
係
主
査
）

「



■

ｌ
使
い
捨
て
社
会
を
見
直
し
、
循
環
型

の
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
リ

サ
イ
ク
ル
市
民
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま

す
。
会
場
で
は
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ア
ル
ミ

缶
の
回
収
も
行
い
ま
す
。
ゴ
ミ
問
題
や

環
境
問
題
に
興
味
を
持
つ
人
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
　
き
　
4
月
2
8
日
（
日
）
午
前
1
0

時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
芦
屋
町
遠
賀
川
河
川
敷

●
企
　
画
　
①
石
け
ん
作
り
実
演
会
⑧

紙
す
き
実
演
⑧
牛
乳
パ
ッ
ク
・
ア
ル

ミ
缶
回
収
④
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
⑥
バ

ザ
ー
⑥
パ
ネ
ル
展
㊦
そ
の
他

●
問
い
合
わ
せ
　
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
ま

つ
り
実
行
委
員
会
℡
2
0
2
局
2
8

1
3
番
へ

日
系
初
の
フ
ジ
モ
リ
大
統
領
が
就
任

し
た
南
米
の
国
「
ペ
ル
ー
」
は
、
史
上

最
悪
と
も
言
え
る
経
済
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
国
民
は
、
食
料
、

電
気
、
水
な
ど
の
不
足
で
最
低
の
生
活

を
お
く
っ
て
い
ま
す
。

（
財
）
海
外
日
系
人
協
会
で
は
、
ペ

ル
ー
日
系
人
協
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け

て
「
ペ
ル
ー
救
援
金
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
食
べ
る
も
の
に
も
困
っ
て
い
る

ペ
ル
ー
の
生
活
困
窮
者
を
救
う
た
め
、

▲
書

暖
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
募
金
の
名
称
　
ペ
ル
ー
救
援
金

●
募
金
の
期
間
　
6
月
3
0
日
ま
で

●
送
金
の
方
法
　
募
金
者
が
直
接
振
込

●
振
込
先
　
①
銀
行
名
＝
東
京
銀
行
日

比
谷
支
店
　
⑧
口
座
＝
普
通
預
金
0

5

5

8

9

1

5

　

⑧

名

儀

＝

ペ

ル

ー

救
援
基
金
　
代
表
者
長
崎
弘

●
闘
い
合
わ
せ
　
詳
し
く
は
福
岡
県
企

画
振
興
部
国
際
交
流
課
渉
外
係
（
小

西

・

石

川

）

℡

（

0

9

2

）

6

4

1

局

4

0

1

3

番

へ

。

係

平
成
三
年
度
と
四
年
度
に
町
が
発
注

す
る
建
設
工
事
の
、
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
業
者
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
今
ま
で
登
録
し
て
い
た
業
者
も

新
た
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
4
月
1
5
日
ま
で
（
日
曜

日
と
第
二
土
曜
日
は
除
く
）

●
受
付
時
間

∧
平
　
日
＞
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

∧
土
曜
日
Ｖ
　
8
時
3
0
分
～
1
2
時

●
受
付
場
所
　
役
場
財
政
課
管
財
係

●
採
用
職
椿
と
人
数

し
尿
処
理
施
設
技
能
員
　
1
人

●
試
験
日
　
5
月
1
9
日
（
日
）

●
受
験
資
格
　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
8
年
4
月
ｌ
日
ま
で
に
生
ま

●加入の手続き

4月1日から学生も必ず国

民年金に加入することになり

ました。細入するためには、

学生本人の住民票のある市町

村役場の昏民年会係で手続き

が必要です。

すでに20歳の誕生日を過ぎ

ている人は今すぐに、これか

ら20歳になる人は誕生日の前

日から、印鑑を持って手続き

に行きましょう。本人が手続

きに行けない場合は、両親な

どが代行することもできます。

●保障料の納付

加入すると保検料の納付書

が送られてきますので、指定

の金融機鞠などで納めること

になります。保険料は用9000

円です。

●保職料の

学生本人や親元の所得

定の基準以下で、どうしても

保険料が納められない場合に

は、国保年金係に「保険料免

除申請書」を提出すると、免

除が認められます。

このとき、学生証と親元世

帯の所得証明書の提出が必要

となります。なお免除された

期間の年金は、後日追納しな

い限り1透となります。

題

2
0
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

も
う
済
み
ま
し
た
か

れ
た
人

●
受
付
期
間
　
4
月
1
0
日
～
5
月
2
日

●
採
用
予
定
　
平
成
3
年
7
月
1
日

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
・
中
間
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
庶
務
係
鐘

2

9

3

局

3

5

8

1

番

へ

。

●
資
　
格
　
普
通
車
の
運
転
免
許
を
持

っ
た
1
8
歳
か
ら
4
0
歳
ま
で
の
人

●
募
集
人
数
　
1
人

●
待
　
遇
　
各
種
保
険
完
備
。
賞
与
年

2
回
。
退
職
金
あ
り
。

●
問
い
合
わ
せ
　
（
有
）
水
巻
美
化
セ

ン
タ
ー
（
水
巻
町
大
字
吉
田
二
七
〇

六

－

一

）

℡

2

0

1

局

1

3

7

5

番

へ
。
履
歴
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

次
の
万
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
水
巻
町
商
工
会
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
感
謝

バ
ザ
ー
益
金
よ
り
）

●
頃
末
南
区

香
典
返
し
と
し
て

●
吉
田
団
地
　
故
・
光
永
ハ
ル
エ
様

光
永
　
政
直
様

●
み
ず
ほ
団
地
故
・
植
木
　
貞
幸
様

植
木
　
政
事
様

●
鯉
口
団
地
　
故
・
石
松
　
安
市
様

片
岡
　
末
男
様

●
吉
田
二
　
　
故
・
白
石
し
ず
え
様

白
石
一
眞
様

●
机

●
頃
宋

●
吉
田
三

●
頃
未

●
吉
田
二

●
鯉
口
分
譲

●
伊
左
座

●
吉
田
田
地

●
頃
末

故
・
楠
　
サ
カ
ヲ
様

大
塚
ア
ヤ
子
様

故
・
田
原
　
美
夫
様

田
原
　
栄
治
様

故
・
染
村
　
友
弼
様

染
村
カ
メ
ノ
様

故
・
加
茂
キ
ク
エ
様

加
茂
　
繁
太
様

故
・
入
江
　
正
美
様

入
江
　
文
敏
様

故
・
安
棲
　
安
政
様

安
棲
美
代
子
様

故
・
藤
井
　
龍
夫
様

藤
井
　
イ
チ
様

故
・
山
形
　
初
枝
様

山
形
　
春
友
様

故
・
安
部
　
政
俊
様

安
部
　
時
雄
様



・1ま与・人

砧
ば
や
し
を
通
し
て

郷
土
の
歴
史
を
伝
え
た
い

油
整
麹
的
城
水
哲
二
㌔
（
3
9
歳
・
吉
田
二
）

●
郷
土
芸
能
で
ふ
る
さ
と
水
巻
を
ア
ピ
ー
ル

一
・
読
誹

郷
土
芸
能
が
な
い
町
は

さ
み
し
い
も
の
で
し
た

「

ト

ン

ト

コ

、

ト

ン

ト

ン

…

」

！

毎
週
水
曜
日
の
夜
に
な
る
と
、
中
央
公

■
－
ｎ
た

民
館
の
ホ
ー
ル
か
ら
砧
は
や
し
が
聞
こ

え
て
き
ま
す
。
立
屋
敷
の
大
い
ち
ょ
う

に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
、
そ
の
枝
で
作
っ

た
砧
と
い
う
楽
器
や
太
鼓
、
竹
な
ど
の

素
朴
で
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て
、

．
み
ん
な
で
創
る
ふ
る
さ
と
会
〟
の
メ

ン
バ
ー
が
練
習
し
て
い
ま
す
。

「
中
間
に
は
堀
川
流
れ
太
鼓
、
遠
賀

に
は
遠
賀
太
鼓
と
、
周
り
に
は
郷
土
の

芸
能
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
町
に
は
そ

れ
ら
し
い
も
の
が
何
も
な
い
。
さ
び
し

い
も
の
で
し
た
。
で
も
、
最
近
よ
う
や
く

砧
ば
や
し
が
水
巻
の
郷
土
芸
能
だ
と
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
に
こ
や
か
に
語
る
の
は
、
大
太
鼓
を

た
た
き
、
こ
の
会
の
会
長
を
務
め
る
城

水
哲
二
さ
ん
。

家
業
の
豆
腐
屋
の
仕
事
を
手
伝
い
な

が
ら
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

曲
の
暗
記
が
一
番
苦
手

今
で
も
苦
労
し
て
い
ま
す

こ
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学
生
か

ら
六
十
代
ま
で
の
男
女
合
わ

せ
て
約
二
十
人
。
会
則
な
し

の
会
費
な
し
、
好
き
な
者
が

自
由
に
集
ま
る
会
で
す
。
練

習
は
毎
週
一
回
、
夜
二
時
間

足
ら
ず
の
練
習
で
す
が
、
気

合
い
の
入
っ
た
空
気
が
凛
い

ま
す
。「

練
習
の
と
き
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
本
番
の
た
っ
た

七
、
八
分
の
演
奏
で
も
汗
び

っ
し
ょ
り
に
な
り
ま
す
」

と
話
す
城
水
さ
ん
。

曲
を
暗
記
す
る
の
が
一
番

苦
手
。
一
曲
覚
え
る
の
に
一

年
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
、
新
曲
が
増
え
レ
バ
ー

ト
リ
ー
は
二
曲
。
ま
た
も
苦
労
が
続
き

ま
す
。「

単
純
な
リ
ズ
ム
だ
け
に
完
全
に
暗

記
し
な
い
と
間
違
い
ま
す
。
で
も
本
番

に
は
強
い
の
で
大
丈
夫
。
と
き
ど
き
、

と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
ド
ー
ン
と
一

発
あ
り
ま
す
が
ね
」

と
笑
い
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

砧
ば
や
し
（
入
江
重
寛
さ
ん
作
曲
）

を
初
め
て
披
露
し
た
の
は
、
一
昨
年
、

大
い
ち
ょ
う
が
あ
る
八
剣
神
社
の
お
く

ん
ち
の
十
月
十
八
日
。
そ
の
後
、
佐
藤

幸
乃
さ
ん
の
「
砧
姫
物
語
」
の
絵
本
と

影
絵
も
加
わ
り
、
幅
の
あ
る
活
動
が
続

い
て
い
ま
す
。

「
去
年
、
福
岡
の
明
治
生
命
ホ
ー
ル

で
の
演
奏
は
最
高
で
し
た
」

と
思
い
出
を
語
る
城
水
さ
ん
。

西
日
本
新
聞
社
の
催
し
に
出
演
、
砧

と
．
●

姫
物
語
を
俳
優
の
常
田
富
士
男
さ
ん
が

朗
読
し
、
影
絵
を
バ
ッ
ク
に
し
て
の
演

奏
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
私
の
夢
は
、
全
国
規
模
の
大
き
な

催
し
に
出
演
し
、
砧
は
や
し
を
通
し
て

水
巻
町
の
古
い
歴
史
を
全
国
の
人
に
伝

え
る
こ
と
で
す
」

と
、
お
な
か
も
心
も
太
っ
腹
な
城
水
さ

ん
。
大
き
な
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ｒ
＼
∴

’
春
は
別
れ
と
出
合
い
の
季
節
で
す
。

今
年
も
五
人
の
職
員
が
役
場
を
去
っ
て

い
き
ま
し
た
。
四
十
年
以
上
も
勤
め
た

人
た
ち
ば
か
り
で
す
。
花
束
を
磨
ら

れ
、
お
別
れ
の
あ
い
さ
つ
ｔ
Ｊ
斗
畠
す
が

に
胸
が
き
ゅ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
翌
日
、
六
人
の
新
入
職
員
が
入

っ
て
き
ま
し
た
。
と
に
か
く
若
い
。
酒

も
強
い
。
カ
ラ
オ
ケ
も
う
ま
い
。
歓
迎

会
の
席
で
「
ど
こ
の
職
場
に
行
き
た
い

の
？
」
と
聞
い
た
ら
、
「
広
報
マ
ン
に

な
り
た
い
」
と
答
え
た
人
が
二
人
い
ま

ね
ら

し
た
。
こ
の
仕
事
は
み
ん
な
が
狙
っ
て

い
ま
す
。
私
も
そ
ろ
そ
ろ
お
払
い
箱
で

し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
（
野
口
）

題
「
ス
ポ
少
が
空
き
カ
ン
拾
い
」
　
「
遠

賀
川
に
サ
ケ
の
放
流
」
…
…
自
然
を
取

り
戻
す
小
さ
な
努
力
が
続
き
ま
す
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
〝
快
適
な
暮
ら
し
〟

と
い
う
言
葉
を
限
れ
み
の
に
大
き
な
自

然
破
壊
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
人
間

と
い
う
生
き
物
が
、
か
楽
″
を
求
め
れ

ば
求
め
る
ほ
ど
、
自
然
が
姿
を
消
し
て

い
き
ま
す
。
人
間
は
、
自
然
の
中
で
し

か
生
き
ら
れ
な
い
の
に
ネ
…
。

今
月
か
ら
当
分
の
間
、
自
分
一
人
で

広
報
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下

手
な
紙
面
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

頑
張
っ
て
み
ま
す
。
　
　
　
（
嶋
田
）

昏

－

　

－
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